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すまいる情報チャンネル 季節を暮らしのエッセンスに

令和６年度  籾摺り調製技術者講習会開催のお知らせ
　籾摺り調製技術者講習会を下記のとおり開催いたします。また、水分計の検定も行いますので、希望さ
れる方は、当日新しい電池を入れ、記名してある水分計をご持参ください。

開催日 開催時間 会場 対象地区

8月20日㈫

9：00～10：00
有明出張所２階会議室 穂高地域

10：30～11：30

13：30～15：00 安曇野スイス村2階会議室 豊科地域

15：30～16：30 烏川支所２階会議室 堀金地域

8月21日㈬
9：00～10：00 梓川支所２階会議室 梓川地域

10：30～11：30 三郷公民館　講義室 三郷地域

　次世代を担う子どもたちに食と農の大切さを伝えるため、安曇野で作られた農作物を使った料理教室「あ
づみのキッチン♪」を開催します。ご家族・お友達をお誘いの上、ご参加ください。おひとりでの参加も
大歓迎です。お申込み、お待ちしております。

★料理教室開催日程★　※都合により日程が変更になる場合がございます。ご了承ください。

8/24（土）　　伝統食教室（夏野菜を使った料理） 

8/25（日）　　おうちごはん（野菜のフォカッチャ他）　

9/28（土）　　おうちごはん（おからのキッシュ風他）

9/29（日）　　伝統食教室（もち米粉を使ったいちご大福他）

10/19（土）　　伝統食教室（秋の芋料理）

募集人数  各教室　先着20名
開催場所  安曇野スイス村ハイジの里「食育ルーム」（安曇野市豊科南穂高5566-1）
持 ち 物  エプロン・三角巾（バンダナ）・ハンカチ（タオル）・上履き
申込方法  ＦＡＸまたはメールにてお申し込みください。ご連絡いただいた方に必要書類をお送りいたします。

【あづみのキッチン事務局】営農経済事業部販売開発課
TEL:0263（72）2933　FAX:0263（72）8551
e-mail：a-kitchen@azm.nn-ja.or.jp

※食物アレルギーのある方は、
　あらかじめご連絡ください。
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～
第
２
期
～
審
査
会

４
時
間
を
超
え
る
審
査
で
決
定

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
創
立
60
周
年
記
念
企
画
「
55

年
目
の
発
掘
と
褒
賞
～
第
２
期
～
」
の
審
査

会
が
5
月
22
日
、
安
曇
野
市
豊
科
の
本
所
で

行
わ
れ
「
農
業
大
賞
」
な
ど
３
つ
の
賞
の
受

賞
者
を
決
め
ま
し
た
。

こ
の
褒
賞
は
、
当
Ｊ
Ａ
創
立
55
周
年
を
代

表
す
る
目
玉
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企
画
し
、
令

和
４
年
度
ま
で
の
３
年
間
に
わ
た
り
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
凄
腕
の
生
産
者
を
世
に
送
り

出
し
た
こ
と
で
組
合
員
か
ら
好
評
を
得
ま
し

た
が
、
発
掘
人
材
は
ま
だ
ま
だ
多
く
残
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら〝
第
２
期
〟と
し
て
、令
和

７
年
度
の
創
立
60
周
年
ま
で
継
続
し
ま
す
。

た
ゆ
ま
ぬ
研
究
に
よ
る
著
し
い
成
果
と
功

績
を
あ
げ
た
農
業
者
、
安
曇
野
の
郷
土
の
農

業
に
挑
戦
す
る
後
継
者
の
熱
き
想
い
、
安
曇

野
で
農
業
を
営
む
暮
ら
し
を
始
め
た
新
た
な

担
い
手
な
ど
幅
広
い
世
代
層
に
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
る
こ
と
で
、
安
曇
野
の
今
後
の
農
業
振

興
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
受
賞

者
に
は
毎
年
褒
賞
を
授
与
し
て
い
ま
す
。（
授

賞
式
に
つ
い
て
は
ス
マ
イ
ル
７
月
号
を
参
照

い
た
だ
く
か
、
下
記
を
読
み

取
り
ご
確
認
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
）

「
農
業
大
賞
（
研
究
開
発

賞
）」は
肥
料
、種
子
、作
型
等
の
分
野
で
研
究

や
挑
戦
、
改
良
等
の
著
し
い
成
果
を
上
げ
た

者
や
そ
の
成
果
で
地
域
農
業
を
牽
引
し
て
い

る
農
業
者
が
対
象
。「
後
継
者
大
賞
」は
、後

継
者
不
足
の
中
、
農
業
の
大
切
さ
を
認
識
し
、

高
い
志
を
も
っ
て
農
業
振
興
に
取
り
組
む
若

い
世
代
の
農
業
者
で
、
数
年
後
、
地
域
の
担

い
手
と
し
て
活
躍
が
見
込
め
る
農
業
者
を
対

象
と
し
、「
未
来
開
拓
賞
」
は
Ｉ
タ
ー
ン
な

ど
で
新
規
就
農
を
始
め
た
農
業
者
を
そ
れ
ぞ

れ
対
象
と
し
て
候
補
者
を
他
薦
に
よ
り
募
集

し
て
い
ま
し
た
。

募
集
期
間
中
に
合
計
11
人
の
推
薦
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
各
候
補
者
の
資
料
を

基
に
外
部
審
査
員
や
Ｊ
Ａ
役
職
員
で
構
成
す

る
審
査
委
員
会
で
４
時
間
を
超
え
る
厳
正
な

審
議
が
行
わ
れ
、
農
業
大
賞
に
株
式
会
社
か

ま
く
ら
や
、
後
継
者
大
賞
に
板
花
克
文
さ
ん

と
鶴
見
亮
太
さ
ん
、
未
来
開
拓
賞
に
山
田
太

一
さ
ん
を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
ま
し
た
。

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
受
賞
者
と
受
賞
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

ＪＡあづみ創立60周年記念企画ＪＡあづみ創立60周年記念企画

～
安
曇
野
の
大
地
へ
の
愛
と
誇
り
を
～

～
安
曇
野
の
大
地
へ
の
愛
と
誇
り
を
～

【後継者大賞】

板
い た は な

花　克
か つ ふ み

文さん

【後継者大賞】

鶴
つ る み

見　亮
り ょ う た

太さん

【未来開拓賞】

山
や ま だ

田　太
た い ち

一さん

農
業
大
賞
に
株
式
会
社
か
ま
く
ら
や

農
業
大
賞
に
株
式
会
社
か
ま
く
ら
や

ー
第
２
期
ー

▲資料に目を通す審査員ら▲資料に目を通す審査員ら
　（5月22日）　（5月22日）

スマイル7月号
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株式会社かまくらや株式会社かまくらや

55 年目の発掘と褒賞55 年目の発掘と褒賞　　受賞者紹介①受賞者紹介①

そば 120ha、ジュース用トマト 8ha、
野沢菜7ha、玉ねぎ1.7ha、りんご1.5ha
で栽培。地域の信頼を集め、県内最大規
模の農業法人へと成長しました。

受賞のポイント
耕作放棄地の解消・雇用の創出と共に
地域農業の受け皿に
「本物の信州産のそば粉をつくろう」と平成 21 年

に設立したかまくらや。当時は、農業経験も地域か
らの信頼もない状態。農地は、何年も放置されてい
た荒地しか借りることが出来ませんでした。こうし
た状況下でも持ち前のチャレンジ精神を発揮。

創業当時から地域では前例のないそばの二毛作に
挑戦。夏・秋の年２回、そばを収穫するという栽培
形態の確立を目指しました。夏そばの栽培に関して
は、ほとんどが手探りの状態でしたが①早生種を栽
培品種に選定②専用肥料の開発③作業の分業化など
- 試行錯誤しながら取り組みました。遅霜の被害に
より、植えた苗がすべて枯れるなど苦労は尽きませ
んでしたが、栽培を続けるうちに同社の作る夏そば
は取引先から重宝されるようになりました。

創業から紹介された遊休荒廃地を積極的に受け入
れる姿勢を取り、地域に貢献する取り組みや夏そば
の栽培を成功させた情熱が地域の人々の信頼を集め
るようになりました。そばを中心にジュース用トマ
トなど地域で不足している品種の生産にも取り組ん
でいます。

また、農福連携にも力を入れており、現在の従業
員 43 名のうち 12 名は、令和 3 年に設立した就労
継続支援 A 型事業所「安曇野みらい農園」で働くな
ど、地域とつながり貢献する活動にも積極的な姿勢
を取っています。

今後は、「安曇野ブランドの価値や地域の景観な
どを守りつつ、地の利を生かして良質な農産物を出
荷していきたい。そして、定年まで勤められるサラ
リーマン農業を実現し、地域農業や社会に貢献して
いきたい」と語っています。

【農業大賞】・・・【農業大賞】・・・肥料、種子、作型等の分野で研究や挑戦、改良等の著しい成果を上げた者や肥料、種子、作型等の分野で研究や挑戦、改良等の著しい成果を上げた者や
　　　　　　　　　　　　　　　　その成果で地域の農業を牽引している者。その成果で地域の農業を牽引している者。

【後継者大賞】【後継者大賞】

板花　克文板花　克文さんさん
～
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
農
業
法
人
へ
～

～
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
農
業
法
人
へ
～

ーー第２期第２期ーー

代表取締役社長代表取締役社長
藤本　孝介さん藤本　孝介さん

【農業大賞】【農業大賞】
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55 年目の発掘と褒賞55 年目の発掘と褒賞　　受賞者紹介②受賞者紹介②

受賞のポイント
将来の持続可能な地域農業を見据えた
栽培技術の取組み

就農当時 2ha の水田のみの耕作でしたが、10 年
程前から耕作を続けられなくなった農地を引き受け
るようになり、令和 6 年には計 15ha まで拡大。年々
増加する離農者からの依頼も地域の耕作放棄地化を
防ぐため、条件の悪い農地でも出来るだけ預かるよ
うにしているといいます。

特にジュース用トマトでは、地区内の大型農家も
高齢化が進んでいることから、地域の受け皿として
永続的に農業をしていく必要があると考え、令和 5
年９月より法人名「有限会社板花興業」での出荷を
開始しました。８月の収穫期には最大 20 名程度を
雇用するなど、地域の雇用創出にも貢献しています。

より多くの収穫量と作業の効率化を図るため、令
和５年より新品種「デルモンテ 3393」を試験的に
導入しました。機械収穫用の品種ですが、その特性
に着目し、手収穫での出荷を計画しています。病害
虫対策として、天候に気を配り消毒作業にあたるな
ど管理作業も徹底している板花さん。令和５年に開
かれた第 40 回中信地区ジュース用トマト多収穫共
進会の「多出荷の部」で最優秀賞（長野県知事賞）
を受賞されました。

今後も地区内の農地の受け手として栽培面積を増
やすことにも意欲的です。また、ジュース用トマト
の加工会社の希望数量に応えるため、ジュース用ト
マト栽培を今後も拡大したいと力強く話す地域を支
える生産者です。

受賞を受けて板花さんは「素直に嬉しい。スマー
ト農業などを導入し、作業の効率化を図るとともに、
地域の雇用創出や後継者の育成などにも尽力してい
きたい。まだまだ限界ではない」と力を込めました。

【後継者大賞】・・・【後継者大賞】・・・後継者不足の中、農業の大切さを認識し、高い志をもって農業振興に取り組後継者不足の中、農業の大切さを認識し、高い志をもって農業振興に取り組
　　　　　　　　　　　　　　　　む若い世代の農業者で、数年後、地域の担い手として活躍が見込める者。む若い世代の農業者で、数年後、地域の担い手として活躍が見込める者。

【後継者大賞】【後継者大賞】

板花　克文板花　克文さんさん

～
地
域
農
業
・
農
地
を
守
っ
て
い
き
た
い
～

～
地
域
農
業
・
農
地
を
守
っ
て
い
き
た
い
～

県内の高校を卒業後、会社員を経て
35 歳で就農。父である板花金吾さんや
従業員とジュース用トマト5.5ha、水稲
8.5ha、玉ねぎ1ha を栽培しています。

ーー第２期第２期ーー
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県の農業大学校を卒業後、叔父である
鶴見武敏さんの後継者として 23 歳で就
農しました。現在は、叔父や叔母ととも
に水稲や小麦のほか、約 10 品種のりん
ごを栽培しています。

受賞のポイント
地域農業の後継者として若手農家を
牽引するリーダーシップ

叔父の農園では、りんご 6ha、水稲 8ha、小麦
1.7ha を作付けしています。地区の水田保全のため
個人生産者の受託作業も 15ha 受けており、後継者
として地域の農業を守るため叔父のもと、精力的に
農業に邁進しています。

鶴見さんは、地域の担い手農家との仲間づくりや
連携強化を図るため、平成 26 年に JA あづみ青壮
年部温支部に加入。平成 29 年度までの 4 年間、支
部長を務められました。支部活動などの組織活動へ
の参加を通じて、地域の農業者同士の仲間づくり運
動に力を入れてきました。

さらに令和４年から２年間、青壮年部長を歴任し、
現在は、JA 長野県青年部協議会の副会長を務めて
います。長野県内の農業者の仲間とともに、長野県
農業を引っ張っていくためリーダーシップを発揮さ
れています。

この何事にも積極的に取り組む姿は、農業のみな
らず、地域の中でも若手の農業者の牽引役として地
域農業を支える大きな原動力となっています。

今後、鶴見さんは、りんごの高密植わい化栽培の
改植にも取り組まれ、温地区のりんご栽培でも大き
なリーダーシップを発揮されることが大いに期待さ
れています。

また水田作においても、荒廃農地にならないよう
離農等の相談も真摯に受け止め、叔父と連携し、農
地の維持保全に精力的に努めています。

鶴見さんは「将来的には法人化し、担い手や農地
の受け皿として地域農業を守っていきたい」と意気
込みました。

【後継者大賞】・・・【後継者大賞】・・・後継者不足の中、農業の大切さを認識し、高い志をもって農業振興に取り組後継者不足の中、農業の大切さを認識し、高い志をもって農業振興に取り組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　む若い世代の農業者で、数年後、地域の担い手として活躍が見込める者。　む若い世代の農業者で、数年後、地域の担い手として活躍が見込める者。　

【後継者大賞】【後継者大賞】

鶴見　亮太鶴見　亮太さんさん

～
担
い
手
の
育
成
や
農
地
の
受
け
皿
に
～

～
担
い
手
の
育
成
や
農
地
の
受
け
皿
に
～

55 年目の発掘と褒賞55 年目の発掘と褒賞　　受賞者紹介③受賞者紹介③
ーー第２期第２期ーー▼山田さんが開発したオリジナルジェラート▼山田さんが開発したオリジナルジェラート
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都内のIT企業に20 年勤めた後、長年の
想いを叶えるため移住し、就農。現在、ハ
ウス16 棟28㌃で夏秋いちごを栽培して
います。

受賞のポイント
東京から安曇野の地で励む

特産品の生産振興・PR活動
食に関わる仕事がしたいという長年の想いを叶え

るため20 年勤めた会社を辞めて安曇野に移住し、就
農した山田さん。高知県や広島県なども候補地となっ
ていましたが、安曇野の美しい景観や夏秋いちごの栽
培が急成長していたこともあり就農を決意しました。

平成 28 年 8 月より JA あづみの子会社「有限会
社あづみアグリサービス」の研修生として、約 1 年
間夏秋いちごの栽培を勉強した後、平成 30 年に独
立。農地を借りて夏秋いちご農家として栽培を始め
ました。10㌃よりスタートした栽培は、ハウスを増
設しながら、28㌃まで規模を拡大。

栽培２年目の令和2年には、規格外いちごを有効活用
したオリジナルジェラートを開発。ジェラート屋さんと
協働し、JA 管内の農家では誰もやっていない、いちご
の含有量70％の贅沢なジェラートを作り上げました。
現在、JA 直営の直売所「安曇野スイス村ハイジの里」
や地元のカフェ３店舗などで販売しており、安曇野
市のふるさと納税の返礼品にも出品。生産が追い付
かないほどの大人気商品となっています。

産地の PR 活動にも積極的に参加されており、行
政主催のイベントや「銀座 NAGANO」等のマルシ
ェでの直売、安曇野市のサイクルマップに掲載を行
うなど、安曇野産夏秋いちごの PR も率先して行っ
ています。I ターン農家にもかかわらず、地域の農
業委員を 3 年間務めるなど、地域との繋がりも大切
にされています。

山田さんは「今までの経験から新たな取り組みを
通じて夏秋いちごをもっと PR していきたい。県内
外の人達にも興味を持ってもらえるよう生産者らと
協力してやっていければ」と話しました。

【未来開拓賞】・・・【未来開拓賞】・・・I ターンなどで新規就農を始めた者I ターンなどで新規就農を始めた者
　　　　　　　　　　　　　　　　（※新規就農者…概ね就農5 年未満の親元、UIJ ターン、新規参入等）（※新規就農者…概ね就農5 年未満の親元、UIJ ターン、新規参入等）

【未来開拓賞】【未来開拓賞】

山田　太一山田　太一さんさん

～
誰
も
や
っ
て
な
い
か
ら
や
る
～

～
誰
も
や
っ
て
な
い
か
ら
や
る
～

55 年目の発掘と褒賞55 年目の発掘と褒賞　　受賞者紹介④受賞者紹介④
ーー第２期第２期ーー ▼山田さんが開発したオリジナルジェラート▼山田さんが開発したオリジナルジェラート
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適
期
収
穫
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

８
月
は
平
年
と
比
べ
気
温
が
高
い
予

想
が
さ
れ
て
い
る
た
め
、
特
に
日
焼
け

の
発
生
に
注
意
し
た
収
穫
前
管
理
と
適

期
収
穫
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
土

壌
の
乾
燥
が
日
焼
け
を
助
長
す
る
た

め
、
し
ば
ら
く
降
雨
が
見
ら
れ
な
い
場

合
は
、早
め
に
潅
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
り
ん
ご

見
直
し
摘
果
（
樹
上
選
果
）
を
行
い
、

変
形
果
や
肥
大
不
良
果
を
摘
果
し
品
質

を
揃
え
ま
し
ょ
う
。
早
生
種
の
収
穫
期

と
な
り
ま
す
の
で
、
枝
吊
り
、
支
柱
立

て
、
葉
摘
み
、
玉
回
し
等
の
収
穫
前
管

理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
収
穫
は
適
期
を

把
握
し
、
特
に
収
穫
遅
れ
に
な
ら
な
い

よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
梨見

直
し
摘
果
（
樹
上
選
果
）
を
行

い
、
変
形
果
や
肥
大
不
良
果
を
摘
果
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
来
年
の
結
果
枝
作

り
の
た
め
に
、
新
梢
誘
引
作
業
を
引
き

続
き
行
っ
て
下
さ
い
。
早
生
種
の
収
穫

期
を
迎
え
ま
す
の
で
適
期
収
穫
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

◆
ぶ
ど
う

新
梢
管
理
を
行
い
棚
面
よ
り
光
り
が
入

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
遅
伸
び
す
る
新

梢
は
、
随
時
摘
心
を
行
っ
て
下
さ
い
。
ジ

ベ
デ
ラ
の
収
穫
期
と
な
り
ま
す
の
で
、
適

期
収
穫
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆
桃収

穫
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
収

穫
は
日
中
の
暑
い
時
間
帯
を
避
け
て
、
収

穫
遅
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ

う
。晩

生
種
は
除
袋
や
着
色
管
理
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

◆
プ
ル
ー
ン　

す
も
も

収
穫
作
業
が
続
き
ま
す
。
品
種
ご
と
の

成
熟
特
性
（
外
観
、
食
味
、
品
質
）
を
確

認
し
、
適
期
収
穫
に
努
め
て
下
さ
い
。　

詳
し
く
は
、
各
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
果

樹
指
導
員
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

安全・安心！！  健康農作物づくり  
豊かな安曇野の大地が育てる安全・安心な自然の恵み。皆さんと一緒に元気な農業をお手伝い！

今
月
は
、高
温
登
熟
対
策
や
、カ
メ
ム

シ
類
に
よ
る
斑
点
米
対
策
を
行
い
、良
品

質
米
生
産
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　８
月
の
水
管
理

昨
年
は
、猛
暑
に
よ
る
高
温
障
害
が
目

立
ち
ま
し
た
。こ
ま
め
な
水
管
理
を
し
、

高
温
障
害
を
回
避
し
ま
し
ょ
う
！

高
温
に
よ
る
品
質
低
下
を
軽
減
す
る

に
は
出
穂
期
以
降
、圃
場
の
地
温
・
水
温

上
昇
を
抑
え
る
為
、水
利
条
件
に
応
じ
た

水
管
理
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。差
し
水
や

か
け
流
し
管
理
等
を
実
施
し
、地
温
・
水

温
の
低
下
に
努
め
て
下
さ
い
。長
期
間
の

湛
水
は
高
温
障
害
を
招
く
可
能
性
が
あ

る
の
で
、適
宜
水
の
入
れ
替
え
を
行
い
、

以
降
は
落
水
ま
で
間
断
潅
水
を
行
い
ま

し
ょ
う
。早
期
の
落
水
は
胴
割
れ
米
の
発

生
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、田
面
が
乾
く

よ
う
で
あ
れ
ば
走
水
を
し
ま
し
ょ
う
。

カ
メ
ム
シ
類
・
穂
い
も
ち
病
防
除

カ
メ
ム
シ
被
害
は
斑
点
米
と
な
り
等
級

を
落
と
す
原
因
に
な
り
ま
す
。粉
剤
や
液

剤
で
防
除
す
る
場
合
、早
生
品
種
は
、必

ず
穂
揃
期
と
傾
穂
期
の
２
回
、コ
シ
ヒ
カ

リ
は
、傾
穂
期
に
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

穂
い
も
ち
病
は
、出
穂
後
雨
が
多
か
っ

た
り
、天
候
が
不
順
な
場
合
『
い
も
ち
病
』

の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。予
防
防
除
が

基
本
と
な
り
ま
す
の
で
、昨
年
発
生
し
た

圃
場
は
注
意
し
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

ま
し
ょ
う
。

農
薬
に
よ
っ
て
は
使
用
期
限
の
迫
っ

て
い
る
薬
剤
も
あ
り
ま
す
。ラ
ベ
ル
を
十

分
確
認
し
て
か
ら
使
用
し
て
下
さ
い
。

【
出
穂
期
】・
・
全
茎
数
の
40
～
50
％
出

　
　
　
　
　
　

穂
し
た
日

【
穂
揃
期
】・
・
圃
場
の
80
～
90
％
出
穂

　
　
　
　
　
　

を
確
認
し
た
日

【
傾
穂
期
】・
・
圃
場
の
80
～
90
％
穂
が

　
　
　
　
　
　

傾
い
た
の
を
確
認
し
た
日

詳
し
く
は
各
営
農
セ
ン
タ
ー
又
は
各

地
区
営
農
指
導
員
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

水
稲
栽
培
日
誌
の
提
出
に
つ
い
て

２
回
目
の
水
稲
栽
培
日
誌
の
提
出
が
８

月
16
日（
金
）ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。安

心
・
安
全
確
保
の
た
め
に
、栽
培
日
誌
の
提

出
が
不
可
欠
で
す
。ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
や

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
施
設
を

利
用
さ
れ
る
方
は
、出
荷
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
栽
培
日
誌
の
提
出
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

（
梓
川
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
課
長
代
理　

榑
沼
友
和
）

（
三
郷
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
課
長
代
理　

逸
見　

守
信
）
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夏
野
菜
の
収
穫
が
本
格
化
し
て
き
ま

し
た
。
酷
暑
の
時
期
を
迎
え
る
な
か
、

乾
燥
に
よ
り
畑
の
土
壌
中
の
水
分
が
不

足
し
て
き
ま
す
。
ト
マ
ト
や
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
、
き
ゅ
う
り
等
の
作
物
に
つ
い

て
は
、
土
壌
の
渇
き
具
合
に
応
じ
て
、

朝
夕
の
涼
し
い
時
間
に
畝
間
潅
水
を
お

願
い
し
ま
す
。
た
だ
し
、
一
度
に
多
量

の
水
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
と
根
を
痛

め
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
畝
間
に
長
時

間
滞
水
し
な
い
量
を
意
識
し
て
潅
水
を

お
願
い
し
ま
す
。

た
ま
ね
ぎ

【
育
苗
準
備
】

　

播
種
は
、
定
植
か
ら
逆
算
し
て
55
～

60
日
前
が
適
期
と
な
り
ま
す
の
で
、
今

月
中
に
播
種
の
準
備
を
進
め
ま
し
ょ

う
。

　

管
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
主
な
品
種

は
「
七
宝
甘
70
」と
「
ネ
オ
ア
ー
ス
」で

す
。そ
れ
ぞ
れ
、９
月
５
～
10
日
の
間
の

播
種
が
お
す
す
め
で
す
。種
子
量
は
10

ア
ー
ル
あ
た
り
６
㎗
、シ
ー
ダ
ー
テ
ー

プ
で
は
６
０
０
ｍ
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

苗
床
用
に
１
坪
当
た
り
完
熟
堆
肥
で

10
キ
ロ
、
ア
ヅ
ミ
ン
苦
土
石
灰
１
キ
ロ
、

Ｉ
Ｂ
そ
菜
苗
床
１
キ
ロ
、
Ｂ
Ｍ
重
焼
燐

２
０
０
グ
ラ
ム
を
施
肥
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
後
、床
作
り
（
高
さ
10
㎝
以
上
、畝

幅
１
２
０
㎝
）を
行
い
ま
す
。雨
等
で
水
没

し
な
い
よ
う
高
畝
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　

床
作
り
が
終
了
し
た
ら
、
雑
草
対
策

と
し
て
土
壌
消
毒
剤
Ｎ
Ｃ
Ｓ
を
散
布
し

ま
す
。
30
倍
液
を
播
種
の
30
日
前
ま
で
に

土
壌
の
表
面
に
均
一
に
散
布
し
て
く
だ
さ

い
。

　

そ
の
後
、
ビ
ニ
ー
ル
等
で
7
日
～
14
日

被
覆
を
し
て
、
ガ
ス
抜
き
（
表
層
の
３
㎝

位
を
耕
起
）
７
日
～
10
日
後
に
播
種
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

播
種
時
期
を
逃
し
た
り
、
大
苗
に
な
っ

た
り
す
る
と
抽
苔
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

草
丈
20
～
25
㎝
、
本
葉
４
枚
、
１
本
の
重

量
が
２
．５
～
３
．５
グ
ラ
ム
の
太
く
な
い

苗
が
良
質
で
理
想
と
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
各
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

陸ワサビ生産者募集
ハウスで栽培できるワサビを一緒に作りませんか？？

陸ワサビの栽培メリット陸ワサビの栽培メリット
●●適切な管理によって収穫量 UP・収入 UP！！適切な管理によって収穫量 UP・収入 UP！！

※栽培がはじめての人でも栽培講習会などで栽培のポイントを教えます。※栽培がはじめての人でも栽培講習会などで栽培のポイントを教えます。

●価格が決まっているので、安定収入が見込めます。●価格が決まっているので、安定収入が見込めます。
●出荷コンテナ代などの出荷経費が掛かりません●出荷コンテナ代などの出荷経費が掛かりません
●選別が簡単です。規格が合えば、全量出荷できます。●選別が簡単です。規格が合えば、全量出荷できます。

1aで1t 収穫できた場合は20万円の売上に！！1aで1t 収穫できた場合は20万円の売上に！！
※契約栽培となりますので、全量（株）マル井へ出荷いただきます。※20万円の売り上げを保証するものではあり
ません。※栽培状況により収量実績は変動します。※ハウスを活用した栽培となります。

8月中に栽培講習会を行います。詳しくは、お近くの地域営農センターまで

※ハウスや潅水設備が必要となります。※ハウスや潅水設備が必要となります。

新規栽培希望者説明会
～開催のご案内～

8/23（金）13：30～
広域営農センター２階
（安曇野市堀金2650-1）

（
梓
川
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー　

唐
澤　

久
智
）

営農メモあづみ野豊穣
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Hot Report

金
融
共
済
事
業
部
貯
金
課
は
、
豊
科
公
民
館
で
２
年
ぶ
り

に
「
資
産
運
用
・
資
産
形
成
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
講
し
、
地
域

住
民
ら
23
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
や
投
資
信
託
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
ゆ
と
り
あ
る
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
に
向
け
た
資

産
形
成
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

農
林
中
金
全
共
連
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
株
）か
ら

吉
澤
清
志
講
師
を
迎
え
、
約
90
分
間
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

降
籏
功
一
常
務
理
事
は
「
当
Ｊ
Ａ
で
は
ひ
と
り
ひ
と
り
に

寄
り
添
っ
た
提
案
・
相
談
活
動
を
実
践
し
て
い
る
。
将
来
の

不
安
を
払
拭
す
る
た
め
気
軽
に
相
談
し
て
欲
し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
女
性
部
有
明
支
部
は
、
安
曇
野
市
社
会
福
祉

協
議
会
が
運
営
す
る
穂
高
北
部
児
童
館
で
七
夕
ま
ん
じ
ゅ

う
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
16
家
族
29
人
が
参
加
、
地
元
の
食

材
を
使
っ
た
伝
統
食
「
七
夕
ま
ん
じ
ゅ
う
」
を
作
り
、
和
や

か
に
交
流
し
ま
し
た
。
支
部
員
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

地
域
に
役
立
つ
活
動
が
し
た
い
と
支
部
員
が
声
を
あ
げ

た
こ
と
で
、
同
館
と
の
交
流
が
始
ま
り
２
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。秋

山
や
よ
い
支
部
長
は
「
核
家
族
化
し
て
い
る
中
で
、
地

域
の
み
な
さ
ん
と
交
流
出
来
て
嬉
し
い
。
地
域
と
の
ふ
れ
あ

い
が
深
ま
る
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

豊
科
支
所
は
、１
支
所
１
協
同
活
動
の
一
環
で
「
第
５
回

ジ
ャ
ン
ボ
玉
ね
ぎ
コ
ン
テ
ス
ト
」を
開
き
ま
し
た
。コ
ン
テ

ス
ト
は
大
相
撲
に
見
立
て
た
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
で
、生
産
者

は
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
所
属
部
屋
名
や
四
股
名
な
ど
を

記
載
し
て
応
募
。会
場
に
は
出
品
玉
ね
ぎ
が
ず
ら
り
と
並

び
、横
径
と
重
量
を
計
測
し
ま
し
た
。

大
き
な
玉
ね
ぎ
部
門
は
、「
甘
70
」と「
ネ
オ
ア
ー
ス
」の
部

を
設
け
て
審
査
。豊
科
南
穂
高
の
赤
澤
喜
夫
さ
ん
の「
喜
の
山
」

（
甘
70
）と「
澤
の
海
」（
ネ
オ
ア
ー
ス
）が
そ
れ
ぞ
れ
横
綱
に

輝
き
ま
し
た
。「
ユ
ニ
ー
ク
な
形
部
門
」で
は
、同
地
域
の
理
事

や
営
農
セ
ン
タ
ー
長
ら
審
査
員
６
人
の
投
票
で
特
別
賞
を
決
め
ま
し
た
。

安
曇
野
市
豊
科
の
大
型
農
産
物
直
売
所
「
安
曇
野
ス
イ
ス

村
ハ
イ
ジ
の
里
」
の
来
場
者
数
（
レ
ジ
通
過
者
数
）
が
２
５

０
万
人
に
達
し
ま
し
た
。
開
設
か
ら
８
年
で
の
達
成
。

同
日
、レ
ジ
で
会
計
を
し
た
安
曇
野
市
豊
科
の
立
石
航
雅

さ
ん
家
族
が
２
５
０
万
人
目
と
な
り
、宮
澤
清
組
合
長
が
記

念
品
の
安
曇
野
産「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」10
キ
ロ
と
フ
ル
ー
ツ
の
詰

め
合
わ
せ
を
贈
る
と
、来
店
者
や
Ｊ
Ａ
役
職
員
が
拍
手
で
祝

福
し
ま
し
た
。

宮
澤
組
合
長
は
「
地
産
地
消
・
国
消
国
産
の
拠
点
と
し
て
、

生
産
者
や
消
費
者
が
つ
ど
い
、
交
流
す
る
場
に
な
る
よ
う
運

営
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
、
Ｊ
Ａ
大
北
、
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
生

産
者
で
つ
く
る
中
信
ス
ト
ッ
ク
協
議
会
は
、
安
曇
野
市
堀
金

の
そ
菜
特
産
流
通
セ
ン
タ
ー
で
秋
ス
ト
ッ
ク
播
種
講
習
会

を
開
き
ま
し
た
。

生
産
者
や
松
本
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
ら
約

20
人
が
参
加
、
営
農
経
済
事
業
部
農
産
課
の
小
山
幸
亮
営
農

指
導
員
が
播
種
方
法
を
説
明
し
ま
し
た
。

講
習
会
で
は
育
苗
箱
に
培
土
を
敷
き
詰
め
、
５
㎝
間
隔
で

深
さ
１
㎝
程
度
の
溝
に
均
一
に
播
種
し
ま
し
た
。
作
業
効
率

を
高
め
る
た
め
電
動
歯
ブ
ラ
シ
の
先
に
Ｖ
型
の
加
工
し
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
付
け
て
播
種
す
る
方
法
な
ど
も
試
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
果
樹
園
芸
専
門
委
員
会
は
、令
和
６
年
度
果

実
現
地
作
柄
確
認
及
び
情
報
交
換
会
を
開
き
ま
し
た
。同
会

役
員
や
若
手
生
産
者
、Ｊ
Ａ
役
職
員
、市
場
担
当
者
ら
約
40
人

が
参
加
。安
曇
野
産
果
実
の
出
荷
本
番
を
前
に
正
確
な
産
地

情
報
を
共
有
し
、今
後
の
販
売
に
弾
み
を
つ
け
よ
う
と
企
画
。

作
柄
確
認
で
は
り
ん
ご
や
桃
、
ぶ
ど
う
な
ど
５
ヵ
所
の
園

地
を
視
察
。
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
職
員
が
令
和
６
年
産
の
生
育
状

況
を
説
明
し
ま
し
た
。

情
報
交
換
会
で
は
当
Ｊ
Ａ
の
消
費
者
の
認
知
度
や
産
地

の
強
み
な
ど
を
テ
ー
マ
に
要
望
や
意
見
を
交
わ
し
、
果
実
の

競
合
産
地
の
動
向
や
販
売
方
針
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。

貯
蓄
か
ら
投
資
へ　

資
産
運
用
・
資
産
形
成
セ
ミ
ナ
ー
開
講

支
部
員
が
手
ほ
ど
き　

児
童
館
と
連
携
し
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り

横
綱
玉
ね
ぎ
決
定　

第
５
回
ジ
ャ
ン
ボ
玉
ね
ぎ
コ
ン
テ
ス
ト

来
場
者
数
２
５
０
万
人
達
成　

オ
ー
プ
ン
か
ら
８
年
で

秋
ス
ト
ッ
ク
播
種
講
習
会　

工
夫
を
凝
ら
し
た
方
法
試
す

市
場
担
当
者
と
情
報
交
換　

出
荷
本
番
前
に
作
柄
確
認

6月
29日

7月
6日

6月
25日

6月
29日

6月
27日

7月
4日

▲講演する吉澤講師（中央）

▲完成したまんじゅうを一緒にたべる部員たち

▲手や電動歯ブラシで播種する生産者ら

▲市場担当者に意見を述べる生産者㊧

▲玉ねぎの大きさを計測するＪＡ職員

▲立石さん家族と宮澤組合長㊨
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Hot Report 注目・期待！！ あづみトピックス

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
栽
培
す
る

「
夏
秋
い
ち
ご
」
の
新
品
種
の
名
称

が
「
あ
ま
あ
づ
み
」
に
決
ま
り
ま
し

た
。
安
曇
野
生
ま
れ
の
品
種
は
初
め

て
で
、
穂
高
西
小
学
校
４
年
生
の
原

優
真
さ
ん
が
考
案
し
た
ネ
ー
ミ
ン

グ
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

新
品
種
は
、安
曇
野
市
堀
金
で
夏

秋
い
ち
ご
を
栽
培
す
る
堀
井
勇
司

さ
ん
（
＝
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
夏
秋
い
ち

ご
部
会
）が
８
年
か
け
て
育
成
。夏
秋
い
ち
ご
と

し
て
は
、糖
度
が
高
く
、芳
醇
な
香
り
や
果
汁
の

多
さ
が
特
徴
。適
地
で
栽
培
す
る
こ
と
か
ら
、国

内
で
生
産
が
落
ち
込
む
夏
秋
期
の
需
要
に
応
え

ら
れ
る
新
た
な
品
種
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。収
穫
期
は
５
月
下
旬
頃
～
11
月
末
頃
ま
で
。

県
の
育
成
品
種
「
サ
マ
ー
プ
リ
ン
セ
ス
」
に

他
の
い
ち
ご
を
掛
け
合
わ
せ
て
生
ま
れ
ま
し

た
。
大
学
時
代
に
育
種
の
技
術
を
学
ん
で
い
た

堀
井
さ
ん
は
「
農
家
が
作
り
や
す
く
て
、
果
実

の
い
い
と
こ
ろ
を
残
し
た
育
種
が
し
た
か
っ

た
。
い
い
物
が
出
来
た
」
と
手
ご
た
え
を
口
に

し
ま
し
た
。
令
和
４
年
６
月
、
農
林
水
産
省
に

品
種
登
録
出
願
（
Ａ
Ｓ
Ｋ
１
―
１
）
し
、
同
年

９
月
に
受
理
さ
れ
ま
し
た
。

名
称
は
、
市
や
当
Ｊ
Ａ
、
生
産
者
ら
で
つ
く

る
安
曇
野
市
農
業
再
生
協
議
会
が
令
和
６
年
４

月
15
日
か
ら
１
か
月
間
募
集
し
て
い
ま
し
た
。

全
国
43
都
道
府
県
か
ら
１
２
５
５
件
の
応
募
が

あ
り
、
６
月
下
旬
に
開
か
れ
た
選
考
委
員
会
で

決
定
。
新
品
種
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
し
て
い
て
、

安
曇
野
ら
し
く
、
親
し
み
や
す
い
ネ
ー
ミ
ン
グ

と
い
う
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

同
日
、
安
曇
野
市
役
所
で
新
品
種
の
名
称
お

披
露
目
会
が
開
か
れ
、
太
田
寛
市
長
や
堀
井
さ

ん
、穂
高
西
小
学
校
４
年
生
ら
約
40
人
が
出
席
。

命
名
者
の
原
さ
ん
に
は
市
関
係
者
か
ら
賞
状

が
、
堀
井
さ
ん
か
ら
は
副
賞
と
し
て
あ
ま
あ
づ

み
の
い
ち
ご
刈
り
招
待
券
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

品
種
開
発
者
の
堀
井
さ
ん
は
「
育
種
は
年
に

一
度
し
か
で
き
な
い
こ
と
な
ど
、
簡
単
で
は
な

か
っ
た
。
時
間
は
か
か
っ
た
が
、
安
曇
野
生
ま

れ
の
い
ち
ご
と
し
て
他
産
地
と
の
差
別
化
を
図

り
、
日
本
一
の
産
地
を
目
指
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
管
内
で
夏
の
味
覚「
桃
」の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し

た
。安
曇
野
市
三
郷
の
小
倉
選
果
所
で
、早
生
種
の
「
櫛
形
」

と「
赤
宝
」を
選
果
し
、県
内
市
場
に
初
出
荷
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
産
は
、
着
果
量
が
多
く
甘
み
が
乗
り
、
品
質

は
上
々
。

選
果
所
で
は
、
生
産
者
が
持
ち
込
ん
だ
桃
を
Ｊ
Ａ
職
員

が
一
つ
一
つ
手
に
取
っ
て
、
目
視
で
キ
ズ
の
有
無
や
着
色

な
ど
を
確
認
し
、
選
果
機
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
に
流
し

ま
し
た
。
機
械
セ
ン
サ
ー
で
大
き
さ
を
判
定
し
、「
秀
」「
優
」
の
２

等
級
に
分
け
て
箱
詰
め
。県
内
市
場
に
合
わ
せ
て
約
５
０
ケ
ー
ス（
１

㌜
＝
５
㌔
）
を
出
荷
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
女
性
部
は
、
安
曇
野
市
立
豊
科
北
小
学
校

で
七
夕
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
一
環
で
７
年
ぶ

り
に
実
施
。２
年
生
89
人
は
安
曇
野
で
盛
ん
に
栽
培
さ
れ

て
い
る
大
麦
と
小
麦
の
違
い
を
学
び
、な
す
と
あ
ん
こ
の

ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

教
諭
は
「
Ｊ
Ａ
に
依
頼
し
た
こ
と
で
、一
人
一
人
し
っ
か

り
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
。手
厚
い
支
援
を
い
た
だ
き
、子
ど

も
た
ち
に
は
五
感
を
使
っ
て
、知
見
を
広
げ
て
い
っ
て
ほ
し

い
」と
話
し
ま
し
た
。　

安
曇
野
市
堀
金
の
総
合
事
業
基
地
一
帯
で
創
立
60
周

年
記
念
企
画
「
第
50
回
か
か
し
祭
り
」
を
開
き
ま
し
た
。

世
相
を
反
映
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
か
か
し
45
体
が
並
び
、
農

業
機
械
や
園
芸
用
品
な
ど
を
販
売
。
家
庭
菜
園
教
室
や
キ

ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
虹
マ
ス
の
つ
か
み
取
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

の
ほ
か
、
射
的
や
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
と
い
っ
た
子
供
向
け
の

屋
台
も
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

宮
澤
清
組
合
長
は
「
今
回
で
50
回
目
の
節
目
を
迎
え

た
。
今
後
も
組
合
員
や
利
用
者
と
の
対
話
活
動
を
通
じ
て

絆
を
深
め
、
感
謝
と
奉
仕
の
気
持
ち
を
持
っ
て
運
営
し
て
い
く
」
と

話
し
ま
し
た
。

安
曇
野
産「
桃
」出
荷
ス
タ
ー
ト　

甘
み
乗
り
品
質
上
々

安
曇
野
生
ま
れ
の
夏
秋
い
ち
ご　

名
称「
あ
ま
あ
づ
み
」に
決
定

地
域
の
伝
統
食
伝
え
る　

七
夕
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
に
挑
戦

夏
の
恒
例「
か
か
し
祭
り
」　

50
回
目
の
節
目
迎
え
る

7月
11日

7月
17日

7月
9～10日

7月
13～14日

▲キズの有無などを確認するＪＡ職員 ▲名物のかかしを眺める親子 ▲まんじゅう作りに挑戦する児童たち

▲堀井さんが開発した新品種「あまあづみ」

▲市役所で開かれた「あまあづみ」のお披露目会
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すまいる情報チャンネル 季節を暮らしのエッセンスに

新規就農相談会
随時開催

農繁期用（配達灯油・軽油）
特別値下げのお知らせ

当 JA では農業従事者の高齢化や担
い手の減少が進む中、次世代の安曇野
の農業を担う農業後継者、新規参入者、
団塊の世代から定年帰農者など多様な
新規就農者を支援するため、『新規就
農相談会』を随時開催しております。

ご希望の方は、営農経済事業部担い
手支援室（☎72-2933）までお気軽にお
問い合わせ下さい。

９月１日（日）～10月31日（木）まで

３円/ℓ値下げ
「秋の農繁期にご使用される米乾燥機用の灯

油・軽油」に限り、特別値下げをいたします。
生産者の皆様、是非ご利用ください。

＜お問い合わせ先＞
灯油配送センター（☎ 0263-72-7811）

盆花のご購入は JA 直売所で
　JA 直売所では 8月10日㈯から15日㈭まで
お盆のお供え花や新鮮な野菜、果物など
を入荷し、皆様のお越しをお待ちしてい
ます。
　営業日時や商品の入荷状況などにつきま
しては、各直売所にお問い合わせ下さい。

農
機
の
点
検
整
備
は
万
全
で
す
か

～
農
繁
期
対
応
致
し
ま
す
～

い
よ
い
よ
稲
刈
り
の
時
期
が
迫
っ
て
き
ま
し

た
。農
業
機
械
セ
ン
タ
ー
で
は
、９
月
２
日
㈪
か

ら
９
月
29
日
㈰
ま
で
、
日
曜
・
祝
日
も
休
ま
ず
農

繁
期
対
応
と
し
て
通
常
営
業
し
ま
す
。

（
天
候
状
況
に
よ
り
期
間
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

農
業
機
械
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
繁
期
対
応
中
、

一
条
刈
り
バ
イ
ン
ダ
ー
を
レ
ン
タ
ル
致
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。

点
検・整
備・修
理・
レ
ン
タ
ル
に
つ
き
ま
し
て

は
、農
業
機
械
セ
ン
タ
ー
（
☎
73
―
６
８
８
６
）ま

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

い
よ
い
よ
収
穫
期

レ
ン
タ
ル
バ
イ
ン
ダ
ー
を

　
　
　
　
　
　
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す

安曇野スイス村ハイジの里 ☎ 87-0812
あづみ野ふる里市

☎ 77-7530
穂高農産物直売所

☎ 82-3115

みどりの農業園芸講習会開催のおしらせ
　新たな農業への挑戦と多様な担い手の確保を目的に下記の通り講習会を開催いたします。初心者向けのスタートコー
スと技術向上を目的とするステップアップコースがあります。

【ス タ ー ト コ ー ス】開催場所：JA ファームみどりの店会議室　　定員：20 名

【ステップアップコース】開催場所：JA ファームみどりの店会議室　　定員：20 名

【寄 せ 植 え 教 室】開催場所：JA ファームみどりの店会議室　　定員：10 名

開催日時 講習内容 受講料
８/24（土）10：00 ～ 12：00 秋野菜を育ててみよう 200円
10/26（土）10：00 ～ 12：00 連作障害と堆肥の基礎知識 200円

開催日時 講習内容 受講料
９/28（土）10：00 ～ 12：00　 有機肥料の特徴と土壌診断・土づくり教室 200 円

開催日時 講習内容 受講料
９/21（土）10：00 ～ 12：00 寄せ植え教室 1,500円

【お問い合わせ先】JA ファームみどりの店 ☎ 0263-73-7667　営業時間 8：30～18：30

※電話でのお申し込みはできませんので、ご了承願います。
お申し込みは、みどりの店へご来店頂き、受講料のお支払いと一緒にお願いいたします。
なお、各講習とも定員になり次第、締め切らせていただきます。
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63

年金の専門家（社会保険労務士または年金相談員）
がわかりやすく相談に応じます。

夜間や週末も開催しております。お仕事帰りやお
休みの日にもお気軽にお越し下さい。

応募締切
8月20日㈫必着

① 文系より――系の教科の方が好きです
③ 医者いらずと呼ばれることもある植物
⑥ 数え年70歳の祝い
⑦ 精霊馬に使われる野菜の1つ
⑧ 肉詰めにするのも定番の夏野菜
⑩ コンビニエンス――、チェーン――
⑭ 関西国際空港や中部国際空港は、――

地に造られています
⑯ 夏場によく食べられる麺
⑱ ――座は蠍(さそり)座と山羊(やぎ)座

の間にあります
⑲ パナマやスエズのものが有名
⑳ エビに見た目が似ているすしネタ

① トマトやスイカに含まれる赤い色素
② 海で水上――を楽しんだ
③ 独特の香りから香魚とも書く川魚
④ 無駄遣いをすること
⑤ セーラー服のものは大きめ
⑦ 孫悟空の乗り物です
⑨ 酒などを入れる四角い容器
⑪ ザーザー、しとしとと降ります
⑫ 夏にはくズボン下
⑬ アップの反対語。イメージ――
⑮ パンダの遊具にも使われるゴム製品
⑯ 小さな船を数えるときに使う言葉
⑰ MB ＝――バイト、GB= ギガバイト

応募総数 44 通
　当選者　安曇野市　　務台さん
　　　　　安曇野市　　塩原さん
　　　　　安曇野市　　保高さん

A.7 月号の答え

二重マスの文字をA～Ｅの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？

Q.

正解の中から抽選で３名
の方に、JA まごころ商品
券（1,000円分）をプレゼン
トします。

（毎月 20 日頃発送）

（1）ボウルに新タマネギ、赤・黄パプリカ、 輪切りトウガラシ、 
薄力粉をまぶし油で揚げた鶏もも肉、カボチャを入れる。

（2）小鍋に南蛮酢の材料を沸かし、（1）に熱いまま注ぎ入れ、クッ
キングシートを落としラップで密封する。

（3）（2）の粗熱を取ってから冷蔵庫で冷やして器に盛り付け、オ
クラを飾り出来上がり。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ E
サ ル ス ベ リ

材料（人分）

作り方

夏野菜の南蛮漬け

（JA 広報通信より引用）

日　　時 場　所

 8月17日（土） 10：00～16：00 三郷支所

19日（月） 9：00～15：00 堀金支所

21日（水） 9：00～15：00 豊科支所

22日（木） 17：00～19：00 穂高支所

24日（土） 10：00～16：00 有明出張所

27日（火） 9：00～15：00 倭ふれあい
センター

 9月18日（水） 9：00～15：00 西穂高ふれあい
センター

鶏もも肉（薄切り）‥‥‥‥‥‥ 1枚
カボチャ（1㎝幅） ‥‥‥‥‥ 1/4個
パプリカ赤、黄（5㎜幅） ‥‥ 各1/2個
新タマネギ（薄切り）‥‥‥‥‥ 1個
オクラ（下ゆでしたもの）‥‥‥ 4個
輪切りトウガラシ‥‥‥‥‥‥適宜
揚げ油‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥適宜
薄力粉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥適宜

●南蛮酢
　かつおだし‥ 1450ml
　酢‥‥‥‥‥‥270ml
　みりん ‥‥‥‥180ml
　薄口しょうゆ‥ 90ml
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運勢に勢いがあります。レ
ジャーも楽しめるのでリッチ
な計画を立てて出かけましょ
う。華やかな装いにツ

コミュニケーションが良好に。 
話し合いの機会をつくりま
しょう。良い方向に向かいま
す。共同作業にツキあり

すれ違いが起きやすい月です。
説明は丁寧に。手順通りに進
めれば下旬には成果が見え始
めます。旅行は近場が吉

思うようにならないことが増
えますが短気は禁物。時期を
待つことで状況は改善されて
いきます。読書で開運

思い立ったが吉日、フット
ワークの良さが光ります。 
チャレンジ精神を発揮して新
しいことを始めるのも◎

ピンチはチャンス、追い込ま
れたら反撃のときです。今ま
でにやったことのない方法を
選択するのもいいでしょう

自分のペースを大切に。周り
の言うことを気にし過ぎない
ようにしましょう。おいしい
ものを食べて運気アップ !

小さな不調を見逃さないよう
に。早めの対処が好循環につ
ながります。困ったときは経験
者の意見を参考に

星の加護に恵まれ勢いがあり
ます。正面突破でもいけます
が協力者を募るのも◎。いろ
いろ試してみましょう

対人運が活性化。たくさんの
人に会うと良いひらめきを得
られます。レジャースポット
でいいことがありそう

上昇運です。困難な状況を解
消するために手を尽くしま
しょう。諦めない気持ちが好
結果をもたらします

神経質になりがち。緊張で体
を硬くしてしまうと状況まで
硬直させてしまいます。リラ
ックスを心がけましょう

スクラム 7月19日現在

〈7月29日開催〉
●令和 5 年度　部門別・場所別経営分析結果について
●令和 6 年度　仮決算方針並びに日程について　他

●直売所「安曇野スイス村ハイジの里」登録会員／ 723

理事会報告
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かかし人気投票・スタンプラリー当選者のご紹介

かかし人気投票当選者 スタンプラリー当選者
【安曇野市】

黒岩　様
磯部　様
奥田　様

【安曇野市】　　
青木　様　　中嶋　様　　西澤　様　　赤岩　様
　

【松本市】
齋藤　様　　富永様※かかしの人気投票結果（全 481 票）

１位　ルフィー （58 票）
２位　ちいかわとハチワレ （54 票）
３位　女性部員募集中 （53 票）

▲厳正な抽選により当選者を決定しました（松本山雅観戦チケット）

※たくさんのご応募ありがとうございました。

7 月 13・14 日の 2 日間、安曇野市堀金烏川の JA 総合事業基地
構内などで開催いたしました「第 50 回かかし祭り」にお越しいた
だき誠にありがとうございました。

厳正な抽選により、かかし人気投票・スタンプラリーの当選者が
決定致しましたのでご紹介させていただきます。

祭事の日程変更について
令和6 年ＪＡあづみオリジナルカレンダーに掲載してあり
ます、下記の祭事の日程が変更となりましたのでお知ら
せいたします。

【変更前】9月7日～8日
 島新田　青嶋神社祭
 青木花見　戸隠神社祭
 狐　島　白狐神社祭

【変更後】9月14日～15日
 島新田　青嶋神社祭
 青木花見　戸隠神社祭
 狐　島　白狐神社祭

➡
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